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　　　　　　　　　時計振子の調節

　　　　　　　　　　　　　植　　野　　　　徹

同論氣時計が普及して居るので・電力鰍もサイクルの制御を行は鮒才し

ばならぬ・期脚には・蹴脈徽計を置く必要がある・之噂準嚇で

ある帳畷子を使s’lj　1：・てある・一艦三二計は振子の脚帳二時r　1碑

確である・長いと云っても文字盤の雌砒較しての話で振子が交宇盤の後に

隠れる様なのは蝕り感心しない・少く≧も文字盤の直裡の1・5倍は必要である．

一般の継でも・　m，X時・＋醐こ依るのは宜しくない・少く共1伽丑脇

計の正確なのを設備せ訟ばならぬ・此の振子時計は三三巻上にするのもよいが

1週閥に暖位ですむ故，高慣な電氣巻．しにせすともよい．

　電氣巻hには二二巻上式と1剛欲巻上式とあり・前者は電動機が連績迎韓して

居るもので人力が1w位，後者は電動機が時々運惇するもので入力が20w位で

ある・手品計で例へば二二のもので，3～4日目位硲上る方が鞠が1ヒ

確でよろしい．

物理晶晶などによく書くこど6あるが，四温の高底で振子の脚力・1紛し

1糊が勤夏は遅れ・冬は進む拷へて居る・然し内地に於け腹冬・）幅

氣温の攣化は，25℃位に過ぎぬから，温度補1EのなV・全慶振子時計でも，1　・．tt：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココの
夜雨・・棚・働諾である溜ち叡は秋卿繍温階子帳さ幽

して置けば，夏には6日聞に1分間回れ・冬は6日聞に1分聞進むに遍ぎなし、

から，物理の教科、彗：程に祠1二二こならすともよい．

　時計の進み叉は遅れを調製する爲には，分銅を上下する・時計屋さんでさ，、

目分量で分銅を上下して居る様であるが，科學的とは云へない．精密機械故，

il三確に調整する方法がある筈である．

　先づ振子の長さを計る・振子9～長さとは・分銅の中心から機械内の支黙，勘

ち振動の中心までの踊鮭である・分銅の微少謙卿乞置に依って長さ晦肋

’、入：龍の長さでよい．

　軍振子の一一般的性質とし・て，其の周期Tと振子の1〈・さしとの關係は，Tq

κ　」／i’；なる式で表される，κは比例常数である．
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　　　　　　　　　　．・．　TL，＝：KL）L一・一・一．J・一・一・一・一（1）

　周期がわっか△Tだけ増すとすれば，其れに樹する長さの微少なる増△L

は，　　　　　　　　（T十△T）2＝rc・：）（L十△L）

　　　　　　“’　T2　十2T’　AT十　As　T”　＝’　rc2　（L　十AL）

　△Tは微少な藪だから△T2はお話にならぬ位小さい藪である故に無湿し

て　T3十2T・△T＝κ2（L＋△L），（Dを代入すると，

　　　　　　・T・△T一｛三・A・，・△・一・L＜4rfl’．．

　T』を1書夜とすれば，1440分であるから，△Tを三書夜に付m分とすれ

ば　　　ムレ繋・一…・一・《・）

titれが振子時計の調整式である．

　實例の計算を示すと，振子長50cmの時計が，1書夜に付，ラヂオの時報に

依り，3分宛邊れるとすれば，（2）式に依りL　・500　mm，　m＝：3なる故に

△・一 Q罷一・・1mm，巳魚子を2・1・mmだけ縮むれば磁・なる．心

高の如く月分量で縮むるのはよくない，物指でネジの所をiE確に計るべきであ

る．略2mmだけ縮むれば，再びラヂオ時報で試すまでもなく，（2）式に於て

L＝500　mm，△L＝2mm，4＼L齢2mmと置けば，

　　　　　　　　　・一幾m，・m一・・88分．

　即ち誤差0．12分＝7秒の程度（1書夜に付）にまで補1εせられ實用上支障は

ない．（「オ1ム」より）

　〔第226頁よuJ績く〕

　前記の事情から見て，支那大陸の二三の人々は，政樺の如何に拘らす，潔く

“新時刻”を實施し，其の生活を合理化すべきであり，術ほ，わが日本内地に

於いても，（特tC，諸事節約と緊縮とを要する今日の非常時局であることを考慮

しつx）tjt會の大局から見て，一日も早く標準時制改正の歩に出づべきである

と思ふ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1939．　5．　6．　atty　t：K）


